
会
員
の
皆
様
に
は
、
温
か
く
、
力
強
い
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
知
事
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

大
変
多
く
の
皆
様
、
各
方
面
、
各
界
各
層
の
皆
様
か
ら
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

再
び
府
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
賜
っ

た
温
か
く
、
力
強
い
励
ま
し
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
、
３
期
目
の
御
信
託
を
い
た
だ
い
た
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
８
年
前
の
知
事
就
任
以
来
、
府
民
の
皆
様
の
声
を
よ
く
聴
き
、
そ

し
て
府
民
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
府
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
府
民
の
皆
様
と
直
接
お
話
し
し
、
お
伺
い
し
た
御

意
見
な
ど
を
府
政
に
反
映
さ
せ
る
「
西
脇
知
事
と
行
き
活
き
ト
ー
ク
」
な
ど

で
府
内
各
地
の
現
場
を
訪
れ
る
と
と
も
に
、
今
般
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も

北
か
ら
南
ま
で
府
内
各
地
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地

域
振
興
や
人
口
減
少
へ
の
声
や
、
中
東
情
勢
に
伴
う
原
油
価
格
の
高
騰
に
対

す
る
不
安
の
声
な
ど
、
様
々
な
声
を
お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
中
で
、
改
め
て
、
こ
の
深
刻
化
す
る
少
子
化
社
会
に
お
い
て
、
子

育
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
次
世
代
へ
の
投
資
に

よ
り
、
国
内
外
を
魅
了
す
る
京
都
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
、
今
の
時
代
を
生
き
る
我
々
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
様
か
ら
の
声
や
、
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
創
り

上
げ
て
き
た
、
人
と
人
と
の
絆
や
、
府
民
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に

す
る
「
あ
た
た
か
い
京
都
」
の
上
に
、「
安
心
」・「
は
ぐ
く
み
」・「
輝
き
」

の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
、
若
者
、
現
役
世
代
、
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
も
が
「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」
の
実
現
を
目
指
し
、
私
が
先

頭
に
立
っ
て
全
力
で
進
め
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
、
ま
た
、
一
層
の
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」の

「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」の

　
　
　
　

　
　
　
　  

実
現
を
目
指
し
て

実
現
を
目
指
し
て

「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」の
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し
て

京
都
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知
事
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都
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事
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脇
　
隆
　
俊

西
　
脇
　
隆
　
俊

京
都
府
知
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脇
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事務局からのお願い

　

ご
挨
拶

            

盛
隆
会 

会
長

田　

中　

誠　

二

去
る
四
月

五
日
に
行
わ

れ
た
京
都
府

知
事
選
に
お

い
て
、
西
脇

隆
俊
氏
が
見
事
当
選
さ
れ
、
京
都
府

知
事
と
し
て
三
期
目
を
担
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

一
重
に
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

物
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

の
充
実
や
、
災
害
時
の
危
機
対
応
、

物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
、
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
ま
で
幅
広
い
産
業

の
振
興
の
取
り
組
み
な
ど
、
二
期
八

年
の
実
績
が
府
民
の
皆
様
に
評
価
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

西
脇
知
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
わ
く
わ
く
す
る
京
都
」
を
創
る
た

め
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
望
み
ま
す
と
と
も
に
健

康
に
留
意
さ
れ
、
府
民
の
た
め
に
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆

様
の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　西脇隆俊京都府知事の政治活動を支える政治団体「盛隆会」の令和７年中における収入・支出の状況は、
下記のとおりでしたのでご報告いたします。

＊『新しい時代の京都の会』は、西脇隆俊とともに、新しい時代の京都づくりを進めることを目的とした「西脇隆俊知事」の政治団体であり、盛隆会
からの寄附金は、西脇知事の政治活動に活用されています。

（令和８年２月２４日　京都府選挙管理委員会へ提出済）

収入総額 15,563,298円 支出総額 9,701,825円
（主な内訳） （単位：円） （主な内訳） （単位：円）
前年からの繰越金 6,066,573 事務所費等経常経費 993,086
６年分会費 6,020,000 組織活動費 328,635
寄附金 1,470,000 機関紙誌の発行費 2,531,049
第４回総会会費 2,000,000 第４回総会開催経費 2,349,055
その他収入（預金利息） 6,725 ＊新しい時代の京都の会への寄附金 3,500,000

差引翌年（８年）への繰越額　　　5,861,473円

西脇隆俊公式

　盛隆会会員の拡大についてご協力をお願い
盛隆会の拡大・発展を図るとともに、府民生活の安心安全と府民経済の発展に向けた、西脇隆俊知事の尚一層の
活動を支援するため、さらなる新会員のご入会の取り組みを進めております。ご紹介、ご勧誘の程、お力添えを
賜りますようお願い申し上げます。（別添「会員拡大のお願い」をご活用願います。）

　令和８年の会費納入について
盛隆会の会計年度は、暦年制（1月から12月まで）としております。
会費は1口3,000円以上で、個人名義でお願いしております。（1口以上、何口でも歓迎します。）
既にご納入いただきました皆様には御礼申し上げます。
なお、郵便振込口座の他に京都銀行にも口座を設けておりますので、ご活用いただければ幸いです。

　　　銀行口座：京都銀行　府庁前支店　普通　4182688
　　　口座名義：セイリュウカイ　カイケイセキニンシャ　タカイシ　ヨシフミ

　事務局の勤務体制について
事務局には、火曜日木曜日の午後（13:00～17:00）に職員が駐在しておりますので、
ご連絡・お問合せ等ございましたら、この時間帯にお願いいたします。
また、お近くにお越しの際は、是非ともお立ち寄りください。

〒602-8026  京都市上京区新町通丸太町上ル春帯町349-2  仙石ビル305号
　　　　　 電話（075）254−8553　FAX（075）254−8554
　　　　　 mail：seiryukai＠wind.ocn.ne.jp

盛隆会からのご報告

盛隆会活動のご報告
　令和７年の活動状況

●機関紙「盛隆会だより」の発行　３回　●第４回総会の開催　●役員会の開催　●知事講演録の配布

　令和８年の行事予定
●機関紙「盛隆会だより」の発行　４回　●役員会の開催　２回程度
●第３回茶話会の企画・開催　　　　　　●知事講演録の配布　　他

令和７年に盛隆会が取り組みました主な活動の概要は、次のとおりです。

令和 8 年 5 月 7 日（通巻第27号）


